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吉
右
衛
門
窯
の
始
ま
り
 

初
代
吉
右
衛
門
（
故
永
末
晴
美
）
さ
ん
は
大
正
 

6
年
に
弁
城
上
弁
城
に
生
ま
れ
、
昭
和
 19 

年
戦
 

地
よ
り
復
員
し
、
親
戚
に
あ
た
る
上
野
焼
高
鶴
 

本
窯
の
先
々
代
高
鶴
城
山
さ
ん
の
窯
へ
遊
び
に
 

行
く
よ
ー
つ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
陶
芸
の
道
 

に
入
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
頃
、
評
論
家
・
陶
磁
研
究
家
（
故
）
美
和
弥
 

乃
助
さ
ん
と
知
り
合
い
強
い
影
響
を
受
け
師
事
。
 

昭
和
 21 

年
京
都
宇
治
の
朝
日
焼
 14 

代
（
故
）
松
林
 

豊
斎
さ
ん
（
猶
香
庵
）
に
師
事
。
昭
和
 24 

年
、
生
家
 

近
く
に
自
ら
築
い
た
小
さ
な
登
り
窯
に
火
入
れ
 

を
し
、
そ
こ
か
ら
吉
右
衛
門
窯
は
始
ま
り
ま
し
た
。
 

作陶中の 

初代吉右衛門（晴美）さん 

窯
名
の
由
来
 

『
豊
前
』
は
旧
国
名
、
吉
右
衛
門
は
窯
の
あ
る
 

場
所
が
吉
右
衛
門
谷
の
入
り
口
に
位
置
す
る
こ
 

と
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。
吉
右
衛
門
（
〈
ロ
に
は
豊
 

前
小
倉
藩
主
が
、
ま
だ
細
川
公
時
代
（
安
土
桃
山
 

時
代
）
の
上
野
系
の
窯
跡
が
あ
り
ま
す
。
 

吉右衛門窯 銘「青盗蓮弁文大鉢」 

陶器には、日常食器として使われる物から美術作品として評価される物まで、 

実にさまざまなものがあります。 

方城町の窯元では「豊前吉右衛門窯」「福智窯」が知られていますが、それぞれの 

窯元が作陶に対して独自の考え方や作風を持っています。 

ほ
 11 

そ
め
つ
け
 

独
自
の
技
法
『
刻
染
付
』
 

最
初
は
筆
で
絵
付
け
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

昭
和
 30 

年
代
半
ば
か
ら
彫
を
入
れ
て
絵
を
描
く
 

独
自
の
刻
染
付
の
技
法
が
編
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
刻
染
付
」
と
は
晴
美
さ
ん
が
名
づ
け
た
造
語
で
す
。
 

文
様
の
モ
チ
ー
フ
は
椿
が
多
く
、
芙
蓉
、
牡
丹
、
魚
、
 

特
定
し
な
い
花
の
花
弁
な
ど
。
自
宅
の
庭
先
で
 

ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
た
と
 

聞
き
ま
し
た
。
 

陶
芸
へ
の
道
 

修
策
さ
ん
は
昭
和
 24 

年
生
ま
れ
、
父
晴
美
さ
 

ん
は
家
業
を
継
げ
と
は
、
あ
ま
り
言
わ
れ
な
か
 

っ
た
が
、
昭
和
 42 

年
高
校
卒
業
の
進
路
を
決
定
 

す
る
直
前
に
な
っ
て
愛
知
県
立
高
等
窯
業
専
門
 

学
校
へ
行
く
こ
と
を
決
め
た
。
昭
和
 44 

年
、
京
都
 

宇
治
の
朝
日
焼
で
晴
美
さ
ん
と
同
じ
先
生
に
師
事
。
 

修
策
さ
ん
は
、
修
行
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
「
厳
 

し
か
っ
た
で
す
ね
。
お
客
さ
ん
と
の
接
し
方
か
ら
、
 

商
売
の
仕
方
ま
で
教
わ
り
、
何
で
も
し
た
。
」
と
 

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

メ
キ
シ
コ
へ
渡
る
 

昭
和
 48 

年
メ
キ
シ
コ
へ
、
動
機
は
「
高
校
生
く
 

ら
い
の
時
か
ら
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
海
外
に
出
 

た
か
っ
た
。
メ
キ
シ
コ
に
行
っ
た
の
は
、
た
ま
た
 

ま
瀬
戸
の
専
門
学
校
時
代
の
先
輩
が
い
た
ん
で
」
 

と
、
昭
和
 59 

年
 10 

年
間
に
及
ぶ
メ
キ
シ
コ
滞
在
 

を
終
え
帰
国
。
 

吉右衛門窯 
初期の作品（染付） 

ニ
代
目
の
葛
藤
 

「
帰
国
後
す
ぐ
は
 10 

年
間
の
空
白
を
取
り
一
戻
 

そ
う
と
、
す
こ
い
労
力
と
、
ま
た
精
神
的
な
葛
藤
 

が
重
な
っ
て
胃
を
壊
し
た
り
、
周
り
か
ら
は
吉
 

右
衛
門
の
息
子
、
2
代
目
だ
か
ら
と
期
待
は
か
 

け
ら
れ
る
し
ね
。
」
「
で
も
結
果
と
し
て
、
父
が
築
 

き
上
げ
た
「
吉
右
衛
門
」
を
継
い
で
い
く
の
が
」
 

番
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
で
も
、
父
が
考
案
し
 

た
刻
染
付
を
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
心
境
に
な
 

れ
た
の
は
だ
い
ぶ
ん
先
で
し
た
が
」
と
当
時
を
 

振
り
返
る
。
昭
和
 63 

年
に
、
黒
崎
・
そ
ご
う
で
吉
 

右
衛
門
さ
ん
の
個
展
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
 

昭
和
 39 

年
福
岡
天
神
岩
田
屋
の
個
展
以
来
、
実
 

に
 24 

年
ぶ
り
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
か
な
り
の
 

好
評
を
受
け
た
も
の
だ
っ
た
。
 

こ
れ
以
降
、
吉
右
衛
門
と
2
人
の
子
（
修
策
・
 

隆
平
）
に
よ
る
父
子
展
、
個
展
が
年
2

回
程
度
、
 

福
岡
県
の
他
、
東
京
、
広
島
、
高
松
な
ど
で
開
催
 

さ
れ
る
事
に
な
る
。
 

刻染付花文水瓶 
永末隆平さん 

（晴美さんの二男） 

※
晴
美
さ
ん
の
二
男
隆
平
さ
ん
は
岡
山
県
瀬
戸
内
市
 

長
船
（
備
前
市
近
く
）
で
備
前
焼
の
作
家
と
し
て
活
躍
中
。
 

も
の
 

も
 

の
 

も
 

の
 

受
け
継
ぐ
者
・
作
風
・
技
法
 

晴
美
さ
ん
は
2

月
 15 

日
に
 87 

歳
で
逝
去
。
今
 

後
は
、
ご
子
息
の
修
策
さ
ん
が
2
代
目
と
し
て
 

初
代
の
跡
を
継
ぎ
作
陶
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
 

技
法
を
伝
承
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
「
同
じ
 

も
の
は
で
き
な
い
ん
で
す
け
ど
、
同
じ
よ
ー
っ
な
 

技
法
を
使
っ
て
や
っ
て
い
き
ま
す
」
と
、
ま
た
、
 

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
で
き
れ
ば
 

海
外
で
個
展
を
や
り
た
い
。
私
が
メ
キ
シ
コ
に
 

い
た
時
は
個
展
を
開
い
た
事
は
あ
り
ま
す
。
で
 

も
今
ま
で
に
吉
右
衛
門
窯
が
海
外
で
個
展
を
開
 

い
た
こ
と
は
無
い
ん
で
す
よ
。
い
つ
の
日
か
至
口
 

右
衛
門
窒
こ
と
し
て
個
展
を
や
り
た
い
と
思
っ
 

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
2
代
目
吉
右
衛
門
で
あ
る
 

私
の
夢
で
す
か
ら
」
と
修
策
さ
ん
は
語
っ
て
く
 

れ
ま
し
た
。
 

※刻染付（ほりそめつけ）／陶器の素地がまだ半乾きの時、鋭い鉄筆様の道具で文様を刻（ほり）ります。その後、乾燥、素焼きを経て刻られた細い溝状の線に顔料（呉須、鉄など）を入れ、その後彩色したもの。 

※染付（絵付け）／呉須を用いて彩色、絵付けされたものを言いますが、当窯では、呉須を中心に鉄も含め、刻染付以外の筆で彩色されたものを称しています。 

③ 応な広報ほうじょう 2005年（平成17年）5月 2005年（平成17年）5月 “ 広報ほうじょう ② 



福
智
窯
の
始
ま
り
 

昭
和
 53 

年
弁
城
岩
留
に
、
鈴
木
岬
さ
ん
大
正
 

15 

年
生
ま
れ
 78 

歳
、
啓
三
さ
ん
昭
和
 29 

年
生
ま
 

れ
 50 
歳
の
父
子
が
「
福
智
窯
」
を
開
窯
し
て
か
ら
 

今
年
で
 28 
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
の
窯
元
、
啓
 

三
さ
ん
は
 24 

歳
か
ら
作
陶
生
活
に
入
っ
た
。
開
 

窯
当
初
は
、
島
根
県
浜
田
か
ら
や
っ
て
来
て
い
 

た
ロ
ク
ロ
職
人
と
一
緒
に
試
行
錯
誤
の
中
で
作
 

陶
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

窯
名
へ
の
こ
だ
わ
り
 

啓
三
さ
ん
は
「
か
し
こ
ま
っ
て
使
一
つ
も
の
で
 

は
な
く
て
、
日
常
生
活
で
使
い
勝
手
の
い
い
道
 

具
を
作
っ
て
る
ん
で
す
よ
」
「
名
前
に
こ
だ
わ
る
か
、
 

作
り
手
に
こ
だ
わ
る
か
。
焼
き
物
の
名
前
は
聞
 

い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
作
り
手
の
顔
ま
で
は
 

見
え
て
こ
な
い
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
い
ま
す
か
 

ら
ね
」
ま
た
、
作
り
手
の
顔
が
見
え
る
陶
器
づ
く
 

り
を
心
が
け
、
窯
名
を
紹
介
す
る
時
は
あ
え
て
「
田
 

川
方
城
福
智
窯
」
と
呼
ぶ
、
『
田
川
郡
の
方
城
町
 

に
あ
る
窯
』
だ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
」
と
 

話
す
。
 

茶香炉 

ー
】
 

の
 

独
自
性
の
あ
る
作
風
を
 

啓
三
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
誰
か
に
師
事
す
る
 

こ
と
は
、
あ
え
て
せ
ず
独
自
性
を
大
切
に
し
た
 

作
風
を
編
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
福
智
窯
に
は
 

現
在
5
人
の
陶
芸
家
（
道
具
づ
く
り
）
が
い
ま
す
。
 

7
年
前
か
ら
は
福
岡
県
内
ほ
か
大
阪
、
東
京
 

で
開
か
れ
る
陶
磁
器
の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
を
始
 

め
展
示
、
販
売
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
 

近
は
展
示
会
に
出
品
す
る
と
、
見
た
お
客
さ
ん
 

か
ら
「
福
智
窯
ら
し
い
作
品
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ
 

と
が
増
え
て
き
た
と
い
う
。
 お

も
γ
 

こ
れ
に
つ
い
て
「
陶
器
の
面
に
、
作
り
手
の
顔
 

っ
て
い
う
の
か
、
一
っ
ち
の
色
が
出
始
め
て
き
た
 

ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
窯
名
を
出
し
て
な
い
場
合
 

で
も
作
品
を
手
に
取
っ
た
だ
け
で
「
や
っ
ば
り
 

福
智
窯
だ
っ
た
」
と
分
か
っ
て
も
ら
え
る
。
こ
ん
 

な
時
は
嬉
し
い
し
、
一
番
の
励
み
に
な
る
ん
で
 

す
よ
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
た
。
 

J
 

・も 

り
 

新
t

い
陶
器
づ
く
り
へ
 

の
挑
戦
 

取
材
中
に
啓
三
さ
ん
が
「
柿
」
を
モ
チ
ー
フ
に
 

し
た
急
須
と
湯
飲
み
の
作
品
を
見
せ
て
く
れ
た
。
 

急
須
の
蓋
と
湯
飲
み
の
底
が
柿
の
へ
た
に
な
っ
 

て
い
て
姿
形
も
『
柿
』
そ
の
も
の
、
色
も
柿
色
を
 

し
て
い
る
斬
新
で
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
す
。
そ
 

の
反
面
湯
切
れ
が
良
い
角
度
で
首
を
付
け
る
な
ど
、
 

ち
ゃ
ん
と
道
具
と
し
て
の
機
能
性
も
備
え
て
 

あ
り
ま
し
た
。
 

「
こ
れ
か
ら
も
身
近
な
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に
 

実
用
性
と
遊
び
心
が
一
緒
に
な
っ
た
日
常
生
活
 

で
も
使
え
る
道
具
（
食
器
）
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
 

も
っ
と
多
く
の
人
達
に
福
智
窯
の
陶
器
を
広
げ
 

て
い
き
た
い
」
と
作
陶
へ
の
抱
負
を
語
っ
て
く
 

れ
ま
し
た
。
 

窯元が手作りした窯です。 

柿をモチーフにした作品 

⑤ “‘広報ほうじよう 2005年（平成17年）5月 

初代窯元鈴木岬さん（前列左）、啓三さん（後列右）と 

福智窯のみなさん 2005年（平成17年）5月 FFな・広報ほうじょう ④ 



7 職員手当の状況 
[1］期末一勤勉手当の支給状況 （平成16年度支給割合） 

区 分 期末手当（月） 勤勉手当（月） 計（月） 国 

6 月期 1.40 0.70 2.10 
同 左 12月期 1 .60 0.70 2.30 

計 3.00 1.40 4.40 

[2］退職手当率 

区 分 自己都合（月） 勧奨・定年（月） 国 

勤続20年 21.00 28.0875 

同 左 
勤続25年 33.75 43. 335 
勤続35年 47.50 60.99 
最高限度額 60.00 60.99 

[4］その他手当 

[3］時間外手当 

職務の級による加算措置有り。 

年 度 区 分 金 額（千円） 

14 
支給総額 19,196 

職員1人当たり支給年額 152 

15 
支給総額 26,161 

職員1人当たり支給年額 207 

（平成16年4月1日現在） 

扶養手当 
配偶者1 3,500円、扶養親族（2人まで）6,000円（扶養親族でない配偶者がある場合は、1人にっいて6,500円）、 
配偶者がない場合は、1人にっいてl 1,000円、その他の扶養親族にっいては、1人にっいて5,000円、 
16歳から22歳までの子がいる場合は1人にっき5,000円加算 

住宅手当 
●新築・購入者は5年間2,500円 
●住居を借り受け月額12,000円を超える家賃を支払っている者に対し、その家賃の額に応じ、27.000円を 

限度に支給。 

通勤手当 
通勤のために交通機関を利用している職員（支給限度額55,000円）、 
または、自動車などで通勤している職員（片道2km以上） 

8 給与水準の状況 

方城町の給与水準を国と比較する方法として、ラスパイレス 

指数による方法があります。 

ラスパイレス指数とは、職員構成を同一にして、職種別や学歴 

別、経験年数別に区分した職員数と平均給料月額を用いて算出 

するもので、国を1 00とした場合、平成16年4月1日現在の方城 

町のラスパイレス指数は、87.9（福岡県94市町村中92番目）と 

なっております。 

9 特別職の報酬等の状況 （平成16年4月1日現在） 

区 分 月 額 期末手当 

町 長 780,000円 

6 月期1.40月 
12月期1.60月

計 3.00月 
（加算額有り） 

助 役 618,000円 
収入役 580,000円 
教育長 530,000円 
議 長 295,000円 
副議長 255,000円 
議 員 237,000円 

10 .部門別職員数の状況 

区 分 職員数（夫 増減数 I 

（人） 部 ド ] 15年度 16年度 

―般行政 

会
 

議
 

2 2 

総 務 21 26 5 
税 務 7 7 
民 生 33 32 Al 

衛 生 11 11 
労 働 3 2 Al 

農 水 8 4 A4 

商 工 0 0 
土 木 8 10 2 
小計 93 94 1 

特別行政 教 育 14 16 2 

公営企業 

等会計 

病 院 18 16 A2 

水 道 6 6 
その他 5 3 A2 

小計 29 25 A4 

合 計 136 135 Al 

問い合わせ 総務課人事係 B22-0520 （内線225) 

1 .人件費の推移 （各年度末3月31日現在） 

い～ど分 人 口（人） 歳出額A（千円） 実質収支（千円） 人件費B（千円） 人件費率B/A(%) 

平成13年度 7,865 8,840,093 91,499 1,055,588 11.9 
平成14年度 7,906 7,110,780 118,812 1,007,587 14.2 
平成15年度 7,836 5,994,008 142,229 999,118 16.7 

(1）この表は、人件費が町財政に占める割合を表したものです。 
(2）人件費には、町長などの特別職、一般職の給料、町議会議員ほか各種委員等に支給される報酬などを含めています。 

2 職員給与費の状況 

職員数A（人） 
給与費（千円） 1人当たりの給与費 

B/A（千円） 給 料 職員手当 期末一勤勉手当 合 計B 

108 472,972 47,398 183,667 704,037 6,519 

(1）この表は、平成16年度当初予算（一般会計）に計上された額です。 
(2）職員手当には、退職手当を含みません。 

3 職員の平均給料月額及び平均年齢 （平成16年4月1日現在） 

―般行政職 技能労務職 

平均給料月額（円） 平均給与月額（円） 平均年齢 平均給料月額（円） 平均給与月額（円） 平均年齢 

331,46] 353,487 45.4 254,444 262,944 45.6 

り 

(1）一般行政職とは、技能労務職・税務職・福祉職・医療職及び水道課職員を除く職員です。 

(2）平均給与月額には、期末・勤勉手当を含みません。 

4 職員の初任給の状況 （平成16年4月1日現在） 

区 分 
方城町 巨 国 

初任給（円） 採用2年経過後の給料月額 初任給（円） 採用2年経過後の給料月額 

―般行政職 
大学卒 170,700 184,400 

I種179,800 
II種170,700 

I種198,600 
II種184,400 

高校卒 138,800 148,500 138,800 148,500 
技能労務職 高校卒 136,000 145,500 136,000 145,500 

5 職員の経験年数及び学歴平均給料月額 （平成16年4月1日現在） 

区 分 10年以上15年未満（円） 15年以上20年未満（円） 20年以上25年未満（円） 

―般行政職 
大学卒 269,300 301,300 328,500 
高校卒 215,050 277,400 302,133 

技能労務職 高校卒 177,700 219,900 256,400 
経験年数とは、採用後の年数をいい、採用前に職歴等のある場合にはその期間を換算し、採用後の年数に加算します。 

6 ―般行政職の級別職員数の状況 （平成16年4月1日現在） 

区 分 1級 2級 3級 4級 5級 a級 7 級 8級 

計 標準的な 

職務内容 

主事 主事 主事 主査 課長補佐 

係長・主査 

課長補佐 

係 長 

課長 課長 

職員数（人） 0 12 6 8 16 19 11 3 75 
構成比（%) 0 16 8 11 21 25 15 4 100 

命広報ほうじよう 2005年（平成17年）5月 

この表は、方城町の給与条例に基づく給料表の級区分による一般行政職の現員数を示すものです。 
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国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
の
 

対
象
と
な
る
学
校
が
拡
大
し
ま
し
た
0
 

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度
っ
て
な
に
 

在
学
期
間
中
の
国
民
仁
ス
立
の
 

保
険
料
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
 

大
学
（
大
学
院
）
、
短
大
、
高
等
学
校
、
 

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
そ
 

の
他
の
教
育
施
設
（
夜
間
！
定
時
制
課
 

程
や
通
信
課
程
の
人
も
含
ま
れ
ま
す
。
）
 

に
在
学
す
る
 20 

歳
以
上
の
人
で
あ
っ
て
、
 

学
生
本
人
の
所
得
が
※
一
定
額
以
下
で
 

あ
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

※
平
成
 17 

年
度
の
所
得
基
準
 

ー
1
8

万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×
 

38 

万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
 

対
象
と
な
る
学
校
の
 

拡
大
に
つ
い
て
 

①
各
種
学
校
 

こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
各
種
学
 

校
は
、
今
ま
で
一
部
の
各
種
学
校
に
限
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
す
べ
 

て
の
各
種
学
校
（
1
年
以
上
の
課
程
に
 

在
籍
し
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
）
 
が
 

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
 

②
国
内
に
所
在
す
る
海
外
大
学
の
日
 

本
分
校
 

外
国
の
大
学
な
ど
の
課
程
を
有
す
 

る
教
育
施
設
で
あ
っ
て
文
部
科
学
大
臣
 

が
個
別
に
指
定
す
る
課
程
が
対
象
と
 

特別臆害給付金告 

蕪熟軸鵬；等，,=,，亨。F言旦難蝉懸議露職！理黒星嘱繊琴I担響言冒i国駿揖懸開遊嚇懸i 

0 

な
り
ま
す
。
（
現
時
点
で
は
、
テ
ン
プ
ル
 

大
学
ジ
ャ
パ
ン
の
一
部
課
程
の
み
で
す
）
 

学
生
納
付
特
例
制
度
の
 

メ
リ
ッ
ト
は
？
 

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
 

に
は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付
済
 

期
間
な
ど
が
 25 

年
以
上
必
要
で
す
が
、
 

学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
 

た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
要
件
 

( 25 

年
）
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
（
注
・
・
年
 

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
）
 

ま
た
、
満
額
の
老
齢
年
金
を
受
け
取
 

る
た
め
に
、
そ
の
後
 10 

年
間
の
う
ち
に
 

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

。
 

た
だ
し
、
2
年
以
上
経
過
後
は
保
険
料
 

に
一
定
の
加
算
が
か
か
り
ま
す
。
 

②
仮
に
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
 

事
態
が
生
じ
た
と
き
に
、
そ
の
月
の
前
々
 

月
以
前
の
ー
年
間
に
保
険
料
の
未
納
 

が
あ
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
 

礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
 

ま
す
が
、
こ
の
制
度
の
承
認
を
受
け
て
 

い
る
期
間
は
、
未
納
の
扱
い
と
は
な
り
 

ま
せ
ん
の
で
万
一
の
時
に
も
安
心
で
す
。
 

★
申
請
は
、
毎
年
度
必
要
で
す
。
 

本
人
の
住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
 

区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓
ロ
 

で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

，鷲I臨欄蕪国羅譜離盤‘機l, 

特別陣叫給付制度ってな 

国民年金に任意加入していなかったことにより、障害基礎年金などの 

受給権を有していない障害者の人に対して、国民年金制度の発展過程 

で生じた特別な事情を考え、福祉的措置として創設された制度です。 

①支給の対象となる人 メ 曳i 

口)S61年3月以前に国民年金任意加入対象であった被用者年金制度などに加入、または受給な 

どしていた人の配偶者 

(2)H3年3月以前に国民年金任意加入対象であった学生であって、当時、任意加入していなかった 

期間内に障害の原因となった傷病の初診日があ以現在、障害基礎年金の1'2級相当の障害状 

態にある人が対象になります。 

※障害基礎年金や障害厚生年金、障害共済年金などを受給することができる人は対象になりま 

せん。 

②注意すること 

請求書の受付は、住所地の市区役所・町村役場で受付ています。この給付金の支給は、請求書を 

受付した月の翌月からとなりますので、給付金を請求する人は、5月中に請求書を提出してくださ

い。(6月に請求した場合は7月分からの支給となるからです） 

このため、必要な書類などが全て揃わない場合でも、請求書の受付を行います。まずは、なるべ＜ 

早く受付をしてください。（不足している書類などについては、後日提出をお願いします） 

③支給額（Hl7年度） 

障害基礎年金1級相当に該当する人 月額5万円（2級の1.25倍) 

障害基礎年金2級相当に該当する人 月額4万円 ／ 一‘、、 

●本人の所得が一定の額以上であるときは、支給が全額または半額に制限される場合 

があります。 

●老齢年金・遺族年金、労災補償などを受給している場合には、その受給額分を差し引 

いた額を支給します。（その受給額が 特別障害給付金の額を上回る場合は、特別 

障害給付金は支給されません） 

●経過的福祉手当を受給している人が特別障害給付金の支給を受けた場合は、経過的 

福祉手当の支給は停止となります。 

問い合わせ 方城町役場住民課年金係 TEL22-0520 （内線14D 

⑨ 応広報ほうじよう 2005年（平成17年）5月 2005年（平成17年）5月 年二広報ほうじょう ⑧ 



紹介します 掻一 

学校に卒業と入学があるように、 

先生達にも別れと出会いの季節が 

やってきました。 

3月31日に離任式、4月1日に 

着任式が役場で行われました。 

新学期がはじまり、先生達も 

目標と希望を胸に、新しい学校生 

活をスタートさせました。 

［後列左から］ 
名 前 前任校 

矢 野 治 彦 校長 

高 瀬 美智也 教頭 （落合小 

［前列左から］ 0 

転出先 

教諭 （小倉付属小） 

校長 

前
明
彦
 

名
弘
治
 

崎

野

 

松

矢

 
（川崎小） 

（大任小） 

今任小） く
 

諭

諭

諭

 

教

教

教

 

子

美

美

 

英

雅

尚

 

藤

島

俵

 

加

西

七

 

（赤 小） 

（落合小） 

立岩小） 

~ 

諭

頭

諭

 

教

教

教

 

子

利

美

 

美

登

寿

 

引

久

美

真

 

動

原

井

永

 

万
ノ
 揃

杉

光

安

 

［後列左から］ 
名 前 転出先 

鶴 森 真由美 教諭 （勾金小） 

満 倉 ひとみ 校長 

［前列左から］ 

平 尾 真 弓 教諭 （川崎東小） 

増 田 勝 教頭 （大峰小） 

前任校 

（赤 中） 

（新 任） 

（糸田中） 

（岡垣東中） 

（英彦中） 

校長 

教諭 

教諭 

［後列左から］ 
名 前 

村 上 惇 

山 下 久美子 

中 尾 雄 ー 

［前列左から］ 

転出先 

［後列左から］ 
名 前 

諭

頭

諭

 

教

教

教

 

美
樹
 慶

 

成
茂
 

丸

本

村

 

犬
榎
中
 

（勾金中） 

（英彦中） 

（糸田中） 

（穂波西中） 

（退 職） 

長
諭
諭
 

諭
頭
諭
 

校

教

教

 

教
教
教
 

幸
文
 

佳
之
一
一
 

惇
 喜

敏

引

裕

保

琢

 

か
 

上

井

上

左

魔

永

村

 

万
ノ
 

村

大

池

揃

団

安

中

 

前任校 

（添田り、 

市場り 

諭

諭

 

教

教

 

前
枝
 
枝
 

名
幸
 
房
 

ロ
 
田
 

谷
 
縄
 

［前列左から］ 

久 原 琢 磨 教頭 （池尻小 

満 倉 ひとみ 校長 

⑩ 応広報ほうじよう 2005年（平成17年）5月 2005年（平成17年）5月 命広報ほうじょう ⑩ 



と き 

と き 

方
城
中
学
校
 

▲誓いの言葉を読み上げる 
▲ひとり、ひとり卒業証書授与を待ちながら（卒業式） 屋成美沙紀さん（入学式） 

3
月
 11 

日
に
方
城
中
学
校
で
、
3
月
 18 

日
は
弁
城
、
伊
方
小
学
校
の
体
育
館
で
ー
 

5
8
人
の
生
徒
、
児
童
が
卒
業
式
を
迎
え
 

ま
し
た
。
 

中
学
生
は
、
清
々
し
い
表
情
で
進
学
や
 

就
職
と
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
道
へ
第
一
歩
を
 

踏
み
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
 

は
先
生
達
と
の
別
れ
に
涙
す
る
姿
が
見
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

新
し
い
仲
間
を
 

よ
ろ
し
く
ね
 

4
月
か
ら
、
す
ず
ら
ん
保
育
所
学
童
ク
ラ
ブ
に
も
 

12 

人
の
新
一
年
生
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
 

毎
日
元
気
に
楽
し
＜
学
校
生
活
を
送
っ
て
ね
。
 

弁
城
・
伊
方
小
学
校
 

4
月
7
日
に
弁
城
、
 

伊
方
小
学
校
、
8
日
は
 

方
城
中
学
校
の
体
育
 

館
で
1
4
5
人
の
生
徒
・
 

児
童
が
入
学
式
を
迎
 

え
ま
し
た
。
 

新
一
年
生
と
保
護
者
 

の
み
な
さ
ん
は
初
め
 

て
の
学
校
生
活
に
不
 

安
と
緊
張
い
っ
ば
い
の
 

表
情
で
し
た
。
中
学
生
 

は
今
ま
で
弁
城
、
伊
方
 

と
別
々
の
小
学
校
に
 

通
っ
て
い
た
生
徒
達
が
、
 

こ
れ
か
ら
一
緒
に
机
を
 

並
べ
、
学
校
生
活
を
送
 

る
こ
と
へ
期
待
に
胸
 

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
 

よ
う
で
し
た
。
 

方城町立 

: 4月8日に第ー中央保育所が12日にはすずらん保育所の園児達が直方の河 

: Il徴に咲いているチューリップを見にいきました。 

: 5歳児は年長さんになって、はじめてのバスハイクにドキドキ、ワクワク。 

: 4月12日には、ぎんなん保育園の5歳児が法華屋敷遺跡（前村）へ出かけ、桜と 

つくしにさわって自然を感じました。 

心豊かな子育てを・・子育で家庭を応援します 

地域子育て支援センタ 
子育ての悩みを抱えるお母さん、一人で悩んでいませんか？子育てについて 

の相談があれば、何でも結構です、お気軽に御相談ください。 

(1-月I日よC）月島先生と替わC）まして中央保育所よC）子育て支援センターI、 

異動になC）ました新免範子です。保育所では子とも達とたくさん触れ合ってき 

ましたが、今度はお母さん達ともたくさん触れ合い子育てのお役に立てればと 

思っています。とうぞよろしくお願いいたします。 

リズム遊び ★誕生会 ★バスハイク 

毎週月～金曜日 9:OO-.-16:O0 

方城町立地域子育て支援センター 

B 皿0947・22・2401 

I 
新免 範子先生 

り 

. 

‘背すじをピーンとのばして 
話しを聞いてたね。（入学式） 

それぞれが小学校生活をト 
思い返す表情です。 

（卒業式） 

● ．‘ 

▲町内3校の入学式で「さすまた」を贈りました。 
’ 事 ● 零 に ． 富 に ． 護 ミ ． 尋 胃 ． 誉 

・ 

▲方城町社会福祉協議会から 
「黄色い帽子」が贈られた 

（入学式） 
尋 ． 師 一

 

安
心
し
て
 

学
校
生
活
を
送
っ
て
ね
 

下
田
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
町
 

内
の
学
校
お
よ
び
方
城
町
児
童
セ
ン
タ
 

ー
に
「
さ
す
ま
た
」
が
。
フ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

下
田
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
員
 

数
は
現
在
 40 

人
、
献
血
運
動
を
は
じ
め
 

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
し
て
 

い
る
団
体
で
す
。
 

今
年
は
結
成
 40 

周
年
を
迎
え
る
に
当
 

た
り
、
下
田
川
に
あ
る
小
中
学
校
に
通
う
 

子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
た
め
に
不
審
 

者
を
撃
退
す
る
「
さ
す
ま
た
」
を
プ
レ
ゼ
 

ン
ト
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
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INFORMATION

図書館だより 
4月と5月の新刊紹介 こ存知ですか？ブックスタート 
4・5月に新規購入した本の一部を紹介します 

浅野 茂利所長 

4
月
ー
日
よ
り
町
立
診
療
所
 

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
浅
野
 

茂
利
で
す
。
平
成
 10 

年
6

月
、
国
 

立
小
倉
病
院
か
ら
副
所
長
と
し
 

て
当
診
療
所
に
赴
任
し
て
こ
れ
ま
 

で
の
7
年
間
、
武
冨
先
生
と
共
に
 

外
来
の
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
、
入
 

院
患
者
さ
ん
、
在
宅
の
患
者
さ
ん
 

の
診
療
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

町
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
役
 

務
に
も
武
冨
先
生
の
補
佐
と
し
て
 

か
か
わ
り
、
介
護
保
険
の
仕
事
も
 

こ
な
し
な
が
ら
本
業
の
整
形
外
科
 

以
外
の
勉
強
も
多
く
さ
せ
て
も
ら
 

い
ま
し
た
。
医
療
と
福
祉
を
通
じ
 

て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
少
し
ず
つ
 

顔
を
覚
え
て
も
ら
え
た
よ
う
に
感
 

じ
て
い
ま
す
。
 

こ
存
知
の
と
お
り
、
武
冨
前
所
 

長
は
当
地
 13 

年
間
の
勤
務
を
終
 

え
筑
豊
労
災
病
院
に
転
勤
さ
れ
 

ま
し
た
。
地
域
医
療
を
さ
ら
に
広
 

い
範
囲
で
展
開
し
て
い
こ
う
と
す
 

る
高
い
志
に
よ
る
も
の
で
、
大
学
 

の
後
輩
で
あ
る
私
に
と
っ
て
も
尊
 

敬
す
べ
き
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
 

そ
の
達
成
に
向
け
て
少
し
で
も
協
 

力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
 

し
て
お
そ
ら
く
は
、
筑
豊
労
災
病
 

院
と
の
連
携
で
町
立
診
療
所
に
不
 

足
し
て
い
る
医
療
面
で
の
技
術
支
 

援
、
人
材
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
 

こ
と
の
ほ
う
が
多
い
と
思
っ
て
い
 

ま
す
。
現
に
、
木
曜
日
は
武
冨
先
 

生
の
こ
好
意
で
、
多
忙
な
中
、
丸
ー
 

日
当
診
療
所
で
の
内
科
診
療
を
 

続
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
 

に
火
曜
日
は
、
胃
力
メ
ラ
、
大
腸
力
 

メ
ラ
を
専
門
と
す
る
西
蔦
先
生
が
 

終
日
応
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
 

急
速
に
日
々
進
歩
し
て
い
る
医
 

療
を
、
常
勤
の
医
師
だ
け
で
長
期
 

間
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
ま
す
ま
 

す
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
学
会
 

出
張
な
ど
で
研
修
し
最
新
の
知
 

識
を
補
っ
て
は
い
ま
す
が
、
町
民
 

の
健
康
を
守
る
の
に
十
分
過
ぎ
る
 

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
 

れ
ま
で
も
言
わ
れ
て
き
た
医
療
機
 

関
ど
う
し
の
連
携
は
、
現
実
味
を
 

帯
び
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
 

っ
て
き
て
い
ま
す
。
町
立
診
療
所
が
、
 

気
兼
ね
な
く
病
気
の
相
談
が
で
き
 

る
顔
な
じ
み
の
親
し
み
や
す
さ
と
、
 

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
質
の
高
い
 

医
療
技
術
の
両
面
を
持
て
る
よ
う
、
 

こ
れ
か
ら
も
広
い
視
野
を
持
っ
て
 

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
、
疾
 

病
治
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
 

まだ字を読むことや、言葉の意味を理解できない赤ちゃんにとっ 

て、絵本の時間とは、一番信頼できる人から「言葉の愛情」を受ける時 

間です。「赤ちゃんに幸せになってほしい」そんな思いが言葉にのっ 

て赤ちゃんに伝わるのです。そのあたたかな声を聞きながら、人と言 

葉で気持ちを通わす喜びを知ります。その体験の積み重ねが将来言 

葉の力を信じることにつな 

がっていくのです。 

方城町でも、乳幼児健診 

(7-.-9 -月貝P機会に声 
本を手渡す運動を 

行っています。 

■博士の愛した数式 

小川洋子 

第―回本屋大賞受賞作です。 

博
士
の
 

受
・
た
数
式
 

」

‘

一

 

？

ー

 

し、いないはあ 

■ネがティフリ抄ヒ。ー・チエーンソソーェッジ 

滝本竜彦 

考
え
て
い
ま
す
。
 

さ
て
、
内
科
の
後
任
医
師
に
は
 

田
川
市
立
病
院
か
ら
牟
田
先
生
 

を
常
勤
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
 

き
ま
し
た
。
詳
し
く
は
自
己
紹
介
 

の
記
事
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
 

で
す
が
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
は
内
 

科
勤
務
を
近
隣
の
町
立
病
院
で
 

経
験
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
 

小
児
科
を
専
門
と
し
て
い
る
こ
と
 

に
あ
り
ま
す
。
普
段
の
外
来
診
療
 

ば
か
り
で
な
く
、
予
防
接
種
や
学
 

校
検
診
で
も
お
お
い
に
活
躍
し
て
 

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
 

町
立
診
療
所
は
、
町
立
病
院
時
 

代
か
ら
の
役
割
を
継
承
し
な
が
ら
、
 

現
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
新
し
 

い
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
 

電
子
力
ル
テ
か
ら
始
ま
っ
て
、
レ
ン
 

ト
ゲ
ン
写
真
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
 

c
T
撮
影
の
導
入
、
内
視
鏡
力
メ
 

ラ
の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
、
訪
問
看
護
 

の
本
格
始
動
が
そ
れ
で
す
。
ど
れ
 

も
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
う
え
で
 

大
変
有
用
な
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
 

十
二
分
に
活
用
し
な
が
ら
診
療
内
 

容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

最
後
に
、
私
は
診
療
所
長
と
し
 

て
は
ま
だ
新
米
で
す
が
、
医
者
 20 

年、 

方
城
町
7
年
の
経
験
を
活
か
し
 

て
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
 

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
 

し
ま
す
。
 

．マノ．v乙v乙vノ．vノ．vノ．v/.v乙v乙v乙v乙マ乙v乙マ乙v乙v乙v乙v乙v乙v乙マ乙v乙v乙v乙v乙v乙v乙vノ．vノ．vノ 

牟田 広実副所長 

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
、
4
 

月
よ
り
町
立
診
療
所
に
赴
任
す
る
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
武
冨
、
浅
 

野
先
生
と
同
じ
自
治
医
科
大
学
 

の
卒
業
で
、
先
生
方
の
後
輩
と
な
 

り
ま
す
。
初
期
研
修
終
了
後
、
県
 

立
朝
倉
病
院
、
赤
池
町
立
病
院
、
 

添
田
町
立
病
院
、
田
川
市
立
病
院
 

と
赴
任
し
、
こ
の
辺
り
の
地
理
に
 

は
だ
い
ぶ
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。
 

専
門
は
小
児
科
、
内
科
で
す
。
 

個
人
的
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
し
 

て
は
、
生
ま
れ
は
久
留
米
で
、
あ
の
 

ラ
イ
ブ
ド
ア
の
堀
江
社
長
と
は
、
 

中
学
・
高
校
時
代
の
同
級
生
で
、
 

仲
良
く
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
 

妻
と
3
歳
に
な
っ
た
息
子
と
3
人
 

暮
ら
し
で
す
。
趣
味
と
い
う
趣
味
 

は
な
く
、
週
末
に
家
族
で
近
く
へ
 

遊
び
に
行
く
こ
と
く
ら
い
で
す
。
 

微
力
な
が
ら
町
民
の
皆
様
の
こ
 

健
康
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
 

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

禁
煙
相
談
も
お
こ
な
っ
て
お
り
 

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

み
な
さ
ん
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
 

て
ど
の
く
ら
い
こ
存
じ
で
し
ょ
う
 

り
 

か
？
た
ば
こ
の
害
で
真
っ
先
に
思
 

い
つ
く
の
は
、
「
肺
ガ
ン
」
だ
と
思
 

い
ま
す
。
吸
わ
な
い
人
と
比
べ
て
、
 

た
ば
こ
を
吸
う
人
は
肺
ガ
ン
で
約
 

5
倍
、
病
気
に
な
り
や
す
い
と
い
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
喉
 

頭
ガ
ン
（
の
ど
の
ガ
ン
）
で
約
 30 

倍、 

食
道
ガ
ン
で
約
2
倍
、
心
筋
梗
塞
 

で
約
2
倍
、
な
り
や
す
い
と
い
わ
 

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
ば
こ
は
吸
 

っ
て
い
る
人
本
人
だ
け
で
な
く
、
 

周
り
の
人
を
も
病
気
に
し
ま
す
。
 

室
内
で
た
ば
こ
を
ー
本
吸
う
と
、
 

周
り
の
人
も
ー
／
5
本
吸
っ
た
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
う
、
 

吸
わ
な
い
は
決
し
て
個
人
の
自
由
 

で
は
な
い
の
で
す
。
 

禁
煙
は
決
意
し
た
日
が
記
念
 

日
で
す
。
周
り
の
人
に
禁
煙
を
宣
 

言
し
て
は
じ
め
る
と
成
功
し
や
す
 

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
 

人
で
悩
ん
だ
り
、
あ
き
ら
め
た
り
 

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
 

ビ
c
M
も
し
て
い
る
禁
煙
補
助
剤
 

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
禁
煙
 

を
支
援
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
禁
 

煙
マ
ラ
ソ
ン
・
・
 

http
く
×
乏
乏
乏
」
u
s
t
n
e
t
・n
e
J
p
 

×天一
nnen
×
kinnen
・ht
ョ
）
な
ど
 

も
あ
り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
 

の
先
生
な
ど
に
相
談
し
て
み
て
く
 

だ
さ
い
。
今
ま
で
の
禁
煙
の
苦
し
 

み
は
嘘
の
よ
う
に
、
楽
に
禁
煙
で
 

き
ま
す
よ
。
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乙―、西尾維新ら新世代のライトノベル 
作家のデビュー作。 
内容はハイティーンから20代におすすめです。 

難対岸の彼女 

角田光代 

第1 32回直木賞受賞作です。 

▲この一冊の絵本との出会いが「言葉の愛情」につながります。 

ワクワクドキドキみんな集まれ・・・ 

絵本読み聞かせ会 
■となり町戦争 

三崎亜記 

第17回小説すばる新人賞受賞作。 

子どもたちは本が大好きです。主人公に心を沿わせ、ワクワクドキ 

ドキ心を弾ませて楽しむ読書は、子どもたちの生きる力を育んでくれ 

ます。そんな読書の楽しみを知るきっかけになれば・・・という思いから 

スタートした読書ボランティアの会「赤いふうせん」の活動も、今年で 

3年目に入り内容も充実してきました。絵本の読み聞かせ・工プロンシ 

アター・パネルシアター・かみしばい・ストーリーテリング（素話）・手遊 

びなど、楽しいプログラムを準備してお待ちしています。 J 
■日 時】毎月第3土曜日 午後1時30分～ 

■場 所】児童センター（幼児室） 

盤I明まみのデイリー着物コーディネート 

如月まみ 

着物の着こなしなどを写真付き 
で分かりやすく出ています。 

麟クビキリサイクル 
西尾維新 

西尾維新のデビュー作。 
「戯言遣い」シリーズの第一作目。 

●問題な日本語 

北原保雄 

日頃使われている日本語を鋭く指摘。 

ど

こ

‘

●

‘

t

 い
？
・
 

■溝鼠 

新堂冬樹 

堂冬樹の新作です。 

昨年度は図書館をこ利用いただき有難うこざいました。 
今年度もみなさまのこ利用をお待ちしております。 

▲絵本の世界にどんどんひきこまれちゃいます。 
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INFORMATION 

第32回方城町町民 

ソフトボール大会 

4月10日に、第32回方城町町民ソフトボール 

大会が開催されました。今年は方城中学校他4会 

場で15チームが参加して熱戦を展開しました。 

残念ながら決勝戦は雨のため中止となり、2チー 

ム優勝になりました。分館の皆様の交流が深まっ 

た良い一日になりました。 

第32回方城町町民ソフトボール大会結果 

位

勝

 

順

優

 

 チーム名 

犬星 分館 

備 考 ，,I「 

決勝戦雨天中止のため 

2 チ一ム優勝 優 勝 中古門分館 

第3位 西古門分館 

第3位 東古門分館 

▲いよいよプレイボール「打ってやるぞォー 

知
っ
て
ま
す
か
？
 

人
権
擁
護
委
員
は
町
の
身
近
な
 

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
 

6
月
ー
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
 

日
」
で
「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
 

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
が
、
あ
な
 

た
の
悩
み
、
家
庭
内
の
も
め
こ
と
、
 

隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
 

差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
悩
 

み
を
抱
え
込
ま
な
い
で
気
軽
に
相
談
 

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密
は
固
く
 

守
ら
れ
ま
す
 

■
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所
 

●

と

き

6

月
ー
日
（
水
）
 

10 

時
ー
 15 

時
 

●
と
こ
ろ
 
方
城
町
福
祉
会
館
 

●
相
談
料
 
無
料
 

■
方
城
町
の
人
権
擁
護
委
員
 

●
渡
選
 

一
枝
さ
ん
 

（
伊
方
4
5
8
7
1
1
) 

皿
2
2
1
0
8
4
3
 

●
香
月
 
輝
一
さ
ん
 

（
弁
城
2
8
7
3
) 

皿
2
2
 

1
3
2
6
 

●
桑
野
 
隆
泰
さ
ん
 

（
伊
方
3
6
4
5
1
6
) 

旧
2
2
1
0
8
3
3
 

※
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
 

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

※
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
法
務
局
田
川
支
局
内
 

田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
 

皿
4
4
1
1
4
2
6
 

老
人
大
学
俳
句
教
室
 

え
ん
 

じ
 

」」え 

、」 

は
な
 

園
児
ら
の
声
の
聞
こ
ゆ
る
花
 

春
愁
や
天
眼
鏡
の
重
た
す
ぎ
 

講
師
 

池

田

 

一
歩
選
 

か
ぜ
 

の
風
 

選
 

者
 

お
と
う
と
 

あ
に
 

女
 

し
 

が
つ
 
ば
 

か
 

弟

が

兄

を

泣

か

せ

て

四

月

馬

鹿

 

炭

坑

あ

り

し

こ

ろ

も

桜

で

知

ら

れ

け

り

 

は
な
 

び
 

た
か
ぐ
も
 

か
 

そ
 

ま
ち
 

花
冷
え
や
高
曇
り
し
て
過
疎
の
町
 

讐
（
」
つ
か
が
れ
ば
そ
れ
よ
り
概
の
堀
 

は
な
 

あ
 

は
な
 

わ
か
 

ひ
 

ひ
 

た
び
 

花

に

逢

い

花

に

別

れ

の

ー

と

日

旅

 

は
な
 

わ
ら
び
 

ひ
と
 

花
ょ
り
も
蕨
を
さ
が
す
人
も
い
て
 

桑
野
 

園
女
 

白
石
 

鶴
代
 

鈴
木
秋
風
子
 

松
本
美
根
弥
 

永
末
 

公
恵
 

野
村
 

鈴
子
 

桑
野
 

昌官一 

メ

モ

書

き

の

重

し

の

よ

う

に

リ

ン

ゴ

か

な

 
永
野
美
智
子
 

な
 

は
な
 

き
 

じ
ゅ
う
た
ん
 

つ
づ
 

ど
 

て
 

菜

の

花

の

黄

の

織

琶

の

続

く

土

手

 

渡
辺
 

一
枝
 

孫

生

の

花

ほ

こ

ろ

び

て

炭

砿

の

跡

 

白
石
 

凡
子
 

神

社

跡

ふ

と

踏

み

そ

う

な

花

董

 

尾
崎
 

和
子
 

た

ま

ゆ

ら

の

風

の

命

の

桜

か

な

 

藤
井
 

治
彦
 

さ
ま
ざ
ま
な
命
の
目
覚
め
春
の
土
 

◆方城町と俳句◆ 

フ

ジ

エ

 

今
月
は
、
3

月
 22 

日
の
句
会
と
4

月
6

日
の
花
見
句
会
（
山
の
 

神
）
の
作
品
で
す
。
花
見
当
日
は
曇
り
で
し
た
が
、
散
る
花
も
な
 

く
て
最
高
の
花
見
日
和
で
し
た
。
 

ま
た
、
五
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
今
年
度
の
老
人
大
学
が
始
ま
 

り
ま
す
。
方
城
句
会
で
は
、
中
央
公
民
館
に
手
作
り
の
投
句
の
筒
 

を
置
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
方
城
句
会
が
楽
し
 

い
会
に
な
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
多
く
の
方
の
投
句
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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) 

議
版
5
 

内
閣
総
理
大
臣
名
の
 

書
状
を
贈
呈
し
ま
す
 

先
の
大
戦
で
戦
地
等
に
派
遣
さ
 

れ
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
し
た
「
旧
 

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」
、
「
旧
 

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
」
の
 方
々
（
慰
 

労
給
付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
対
 

し
て
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
 

贈
呈
し
ま
す
。
 

※
請
求
期
限
が
、
2
年
間
延
長
さ
れ
、
 

平
成
 19 

年
3
月
 31 

日
ま
で
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 
総
務
省
大
臣
官
 

房
管
理
室
業
務
担
当
 

B
O
3

・
5
2
5
3

・
5
1
8
2
 

4
月
か
ら
個
人
情
報
保
護
 

法
が
全
面
施
行
し
ま
し
た
 

①
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
 

個
人
情
報
の
利
用
目
的
を
明
ら
か
 

に
し
、
そ
の
範
囲
内
で
取
り
扱
わ
 

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
 

2005 May 

人
の
同
意
を
得
ず
に
個
人
デ
ー
タ
 

を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
原
 

則
禁
止
に
な
り
、
安
全
管
理
措
置
、
 

従
業
者
や
委
託
先
の
監
督
な
ど
個
 

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
関
 

す
る
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

②
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
 

は
、
事
業
者
に
開
示
等
を
求
め
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
 

報
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
は
、
 

そ
の
事
業
者
に
申
し
出
る
ほ
か
、
 

認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
や
地
方
 

公
共
団
体
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
 

の
苦
情
相
談
窓
ロ
な
ど
で
相
談
で
 

き
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
内
閣
府
国
民
生
活
局
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
 

H
P

ア
ド
レ
ス
 

http
一
『
甘
芝
ミ
い
・
cao
・叫o
・jp
、 

seikatsu
、kojinlindeX
一ht
邑
 

■
問
い
合
わ
せ
 
福
岡
県
総
務
部
 

県
民
情
報
広
報
課
 

B
O
9
2

・
6
4
3

・
3
l
O
4
 

自
動
車
税
の
納
期
限
 

5
月
 31 

日
（
火
）
ま
で
 

自
動
車
税
は
金
融
機
関
と
指
定
の
 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
税
 

で
き
ま
す
。
 

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
 

取
り
扱
期
間
は
納
期
限
の
5
月
 31 

日
ま
で
で
す
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 

飯
塚
・
直
方
県
 

税
事
務
所
 

容
0
9
4
8

・
2
3

・
4
1
1
1
 

（
内
線
5
3
4

・
5
3
9
) 

女
性
の
健
康
で
 

悩
ん
で
い
る
あ
な
た
 

不
妊
・
更
年
期
・
月
経
不
順
な
ど
 

女
性
の
心
身
の
健
康
に
関
す
る
相
 

談
を
希
望
し
て
い
る
人
 

■
と
 
き
 
毎
月
第
3
水
曜
日
 

13 

時
 30 

分
5
 15 

時
 30 

分
 

■
と
こ
ろ
 
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
 

事
務
所
（
直
方
総
合
庁
舎
内
）
 

■
相
談
員
 
医
師
・
助
産
師
・
保
健
師
 

■
料
金
無
料
 

■
問
い
合
わ
せ
 
鞍
手
保
健
福
祉
 

環
境
事
務
所
保
健
福
祉
課
（
高
 

齢
者
・
児
童
家
庭
係
）
 

B
O
9
4
9

・
2
2

・
3
4
1
2
 

きれいなけしの花には 

⑩種類尋六l夫麻薬の原料を含有している種類 

驚鷲讐濃諮無露，議轟；令はい 
けないけし」が栽培されているケースがあります。主に生育しているの 

は「ソムニフェルム種」という種類です。 

生えているのを見かけた場合近くの保健福祉環境事務所・警察署 

まで連絡くださし、。 

ロ問い合わせ 田川保健福祉環境事務所 B42・9313（岩永） 

田川警察署 B42・0ll0 

●けしの花の特徴（ソムニフェルム種） 

花の色は、白‘桃色・淡紫色・赤色やこ 

れらの組合せ。また、花びらは一重の 

ほか、細裂しているものや八重咲きな 

どがあります。 

毛が無い（少ない） 

太くしっかりしている。 

指で軽くこすると、 
ろう質が出る。 

J 
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市
民
と
自
衛
隊
と
の
 

音
楽
の
タ
べ
 

■
と
 

き
 
6
月
3
日
（
金
）
 

18 

時
 30 

分
開
場
 
19 

時
開
演
 

■
出
 
演
 
陸
上
自
衛
隊
第
4
音
 

楽
隊
（
春
日
市
）
、
飯
塚
駐
屯
地
 

音
楽
部
 

■
と
こ
ろ
 

田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
 

※
入
場
は
無
料
で
す
が
整
理
券
が
 

必
要
で
す
。
整
理
券
は
方
城
町
役
 

場
ほ
か
各
市
町
村
に
あ
り
ま
す
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 

飯
塚
駐
屯
地
広
 

報
室
 

B
O
9
4
8

・
2
2

・
7
6
5
1
 

田川市 〇春日神社神幸祭 
と き 5月21日‘土）・22日（日） 

ところ JR 後藤寺駅前広場 
内 容 岩戸神楽など 

添田町 〇英彦山山開き前夜祭 

と き 5月28日（土） 19時 

ところ 英彦山野営場 

〇山開き 
と き 5月29日（ョノ 11時 
ところ 英彦山山頂 

赤池町 〇芸能発表会 
と き 5月29日、ョ1 12時30分 
ところ 同和対策中央研修所 

大任町 〇花としじみの里おおとうマラソン 

花いっぱいフエステイバル 

と き 5月22日（日） 9時30分開会 

ところ レインボーホール 
マラソン種目 スタート時刻― 

2 km 口0時20分、 

5km (10時45分」 
10km (11時15分） 

問い合わせ 企画財政課マラソン事務局 

TEL63-3000 （内線215・216) 

金田町 〇飯塚国際車いすテニス大会 

と き 5月17日（尖）~22日（日） 

ところ ふれあいスポーツ公園テニスコート 

問い合わせ 保健福祉課 1EL22- 6664 

〇国際交歓会 

と き 5月20日（金） 19時～ 

ところ 総合会館横多目的ドーム 

問い合わせ 保健福祉課 TEL22-6664 

3月の事件●事故数 
方城町内の事件事故発生状況 

窃盗事件〈車上ねらい〉 1件 

前月比 

+1 

交通事故〈 発 生 〉 5件 +3 

〈 負傷者 〉 7人 +5 

交通事故の6割は交差点付近で発生しています。交差 
点では「イ工ローストップ」や「確実な一時停止」を行 
い細心の注意を払って通行しましよう。 

訂正とお詫び 
広報ほうじょう3月号8ページ「みんなでま 

ちづくり町民集会報告」の中で紹介しました「子 

育て部会」の代表者名を間違って掲載していま 

した。大変ご迷惑をおかけしました。訂正して 

お詫びいたします。 

（誤）永末宏さん→（正）永末 

年 

金 

相 

談 

福
岡
県
社
会
保
険
事
務
所
 

●
年
金
相
談
受
付
時
間
の
延
長
 

■
と
 

き
 
毎
週
月
曜
日
 

19 

時
ま
で
 

5
月
 16 

日・ 
23 

日・ 
30 

日
 

6
月
6
日・ 
13 

日・ 
20 

日・ 
27 

日
 

■
と
こ
ろ
 
直
方
社
会
保
険
事
務
所
 

●
土
曜
日
の
年
金
相
談
 

■
と
 

き
 
第
2
土
曜
日
 

9
時
 30 

分
5
 16 

時
ま
で
 

5
月
 14 

日
・
6
月
 11 

日
 

■
と
こ
ろ
 
直
方
社
会
保
険
事
務
所
 

※
相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
・
年
金
 

証
書
を
持
参
。
代
理
人
が
相
談
の
 

場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 
直
方
社
会
保
険
 

事
務
所
 

B
O
9
4
9

・
2
2

・
O
8
9
O
 

ロ
試
験
 

福
岡
県
保
育
士
試
験
 

■
と
 
き
 

●
筆
記
試
験
 

8
月
3
日
（
水
）
・
4
日
（
木
）
 

●
実
技
試
験
 

10 

月
 15 

日（土）・ 
16 

日（日） 

※
実
技
試
験
は
受
験
生
の
数
に
よ
 

り
1
日
で
実
施
す
る
可
能
性
が
あ
 

り
ま
す
。
 

■
と
こ
ろ
 
第
一
保
育
短
期
大
学
・
 

第
一
経
済
大
学
 

■
願
書
受
付
期
間
 
5
月
 16
 

日（月） 

5
 27 

日
（
金
）
 

■
要
綱
・
願
書
配
布
・
願
書
提
出
先
 

田
川
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
 

※
こ
の
試
験
は
採
用
試
験
で
は
あ
 

り
ま
せ
ん
。
 

■
問
い
合
わ
せ
 

田
川
保
健
福
祉
 

環
境
事
務
所
 

B
4
2

・
9
3
1
5
 

ロ
募
集
 

ね
ん
り
ん
び
っ
く
ふ
く
お
か
 

●
総
合
開
会
式
出
演
者
募
集
ー
 

11 

月
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
 

ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
孝
o
o
 58 
ア

 

幕
開
け
を
飾
る
総
合
開
会
式
で
は
、
 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
司
会
者
及
び
選
手
 

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
の
 

中
学
・
高
校
生
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
男
 

女
各
3
人
）
、
開
会
式
で
の
煩
火
ラ
 

ン
ナ
ー
（
3
人
）
を
募
集
し
ま
す
。
 

■
応
募
締
切
 
5
月
 31
 

日
（
火
）
必
着
 

■
問
い
合
わ
せ
 
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
 

ク
ふ
く
お
か
 

2
O
O
5
実
行
委
員
会
事
務
局
 

B
O
9
2

・
6
3
1

・
4
8
2
7
 

※
募
集
の
内
容
、
資
格
、
方
法
に
つ
 

い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
 

て
だ
さ
い
。
 

H
P

ア
ド
レ
ス
 

http
ミ
を
国
ミ
・
nenrinpic
・ 

pref
・fukuoka
」
g
・jp 

●
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
福
岡
県
選
 

手
団
募
集
 

11 

月
 13 

日
（
日
）
田
川
市
で
開
 

催
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
に
 

福
岡
県
選
手
団
と
し
て
参
加
し
ま
 

せ
ん
か
？
 

■
応
募
資
格
 
県
内
在
住
（
北
九
 

州
市
、
福
岡
市
在
住
者
は
除
く
）
 

の
 60 

歳
以
上
の
人
（
s
 21 

・4

・ 

1
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
 

■
応
募
種
目
 
3
・5

・ 10 

k
m
 

の
部
（
 
70 

歳
未
満
・
以
上
の
部
で
 

各
2
人） 

■
申
込
方
法
 
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
 

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
 

参
加
種
目
を
明
記
の
上
、
申
込
 

先
へ
送
付
（
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
 

も
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
）
・
 

■
申
込
締
切
 
6
月
 10 

日
（
金
）
必
 

着
 

■
選
考
方
法
 
応
募
多
数
の
場
合
 

は
抽
選
。
結
果
は
事
務
局
よ
り
 

通
知
 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
 

福
岡
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
室
 

B
O
9
2

・
6
3
1

・
4
8
1
2
 

（
一
T
8
1
2
1
O
O
4
6
福
岡
市
 

博
多
区
吉
塚
本
町
1
3
1
5
O
 

福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎
5
階） 

訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会
 

■
と
 

き
 
7
月
l
H

（
金
）
5
9
月
 

20
 

日
（
火
）
迄
の
間
で
 28 

日
間
 

■
と
こ
ろ
 
福
岡
県
看
護
等
研
究
 

研
修
セ
ン
タ
ー
 

■
受
講
資
格
 

こ
れ
か
ら
訪
問
看
 

護
を
始
め
よ
う
と
す
る
者
、
ま
た
 

ー
 

》

、

 

一 ～二で二二二て二二二一一 。＝りマ二二に～二二て二て二ニーご～でで丁ニニ了一二× 
冒くて新鮮な農産物がいつはいあるはい。買いに釆なさやソン’損ちやJ 

ノ 

★ほうじよう温泉ふじ湯の里農産物直売所★ 
弁城のせせらぎ公園前で営業していた産地直売所が、3月から「ほうじょ 

う温泉ふじ湯の里」玄関横に移転しました。方城町「花・クリーン会」のみなさ 

んが販売をしています。ぜひ、買い物に来てください。 

ロ開 催 日 毎週日曜日10時～17時 

ロお問い合せ ほうじょう温泉 ふじ湯の里 合2 2 -6 66 7 二 ~ 
革ずら ー）と並んでます。 × ▲新鮪ナ「早r
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は
訪
問
看
護
に
従
事
し
て
い
る
者
 

で
看
護
の
実
務
経
験
が
3
年
以
E
 

あ
る
こ
と
。
 

■
募
集
人
数
 
50 

人
 

■
受
講
料
 
3
6
,
7
5
o
円
 

（
資
料
代
含
）
 

■
申
込
締
切
 
5
月
 18 

日
（
水
）
 

■
問
い
合
わ
せ
 
福
岡
県
看
護
協
会
 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
 

B
O
9
2

・
7
1
4

・
5
2
O
3
 

（
三
牧
）
 

平成17年度 
若年者専修学校等技能習得資金の 

事業主体 方城町 

貸
 
付
 
要
 
件
 

対象者 方城町在住で前年度に中学校を卒業した者、 

但し前年度に高等学校を卒業した者及び 

中退した者で対象学校に入学した者を含む。 

対象学校 

* 

〇専修学校の高等課程及び一般課程 

〇各種学校（終業年限1年以上） 

※但し職業に必要な技術・技能の教授を目的 

とした学科に限る。 

収入基準 ①生活保護法に基づく保護を受けた世帯 

②地方税法の規定により市町村民税が非課税 

とされた世帯 

③地方税法の規定により市町村民税が減免と 

された世帯 

④生活保護法基準の1 .5倍以下の世帯 

＊対象学校については、一覧表があります。 
■受付期間 5月20日（金）まで 
■問い合わせ 方城町社会教育課 人権・同和係 

容 22-4300 （内線14) 

★★★★★★呈十昌呈呈,包且日ネ合杏★★★★★★．J 月パパP P 月6I里石百A上朋I天目；月, p 月月月ーー 

■と き 6月13日（月） 10時～15時 
■ところ 方城町立中央公民館 

☆持参するもの はかり・おもり・分銅 
☆検査手数料 はかり1台500円～2200円 

おも以分銅1個10円 
※取引又は証明に使用している計量器は必ず 

定期検査を受検する義務があります。 
■問い合わせ 方城町役場農政課 B22-0520 （内線151) 

× 

今月は弁城、伊方両地区とも祭りー色に染まりますね。 

私も山笠と若衆達の後を追ってきます。7月号で祭り 

の活気と雰囲気が伝えられるような美しい飾り山と 

⑨の男っとこ前達の写真をバシバシ撮ってきますからね。 

近日公開ご期待ください。（鉄） 

× 

 ノ 
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棚 健太くん 

平成~4年4月~ ~日生 
（公園通り）（林芳和’美雪） 

☆メッセージ☆ 

元気て、すcすcて育って片司O 

6月・7月に誕生日を迎える3歳までの子を募集しています 

(6月10日（金）締切り・敬称略） 

くの青たから 
物
 

か
H

口ヌハ 

フー 
せ
倉
い
 ' . . ト

行
 

4月、大黒団地に植えてあ 

る桜の花が満開で見頃を迎 

えていた夜、桜の下では団地 

のみなさんが花を肴に花見 

会を開いていました。昼間と 

は雰囲気が違い、照明をあて 

られた淡いピンク色の花び 

らが夜空に浮かび上がった 

ところは、きれいな上にとっ 

ても幻想的。もちろん昼間も 

見ごたえありですよ。町内に 

桜の見どころはい＜つかあ 

りますが、ここの桜も見る価 

値あり。来年の花見所にーつ 

加えてみませんか。 

方城町の人口 ●男3,702人 女4,118人 計7,820人 世帯数3,061戸 

偏
集
ノ
 

方
城
町
役
場
企
画
調
整
課
 
〒
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福
岡
県
田
川
郡
方
城
町
弁
城
2
2
3
7

・1 

発
行
／
B
O
9
4
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・
2
2

'
0
5
2
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（代） 

囲
0
9
4
7

・
2
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・
O
7
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印
凧
／
日
光
印
刷
 


